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海外化学物質管理法規制シリーズ②（2026年版）
　タイ、インドネシア、ベトナム、マレーシア、フィリピン、
　　シンガポール、ミャンマー、カンボジア、ラオス、インド、ロシア、トルコ

★アジア主要国・ロシアの化学物質規制を一冊で俯瞰。GHS・PFAS・電子化まで “今、必要な実務” を完全網羅
★急拡大するアジア規制の最新潮流を理解し、企業コンプライアンスを強化するための決定版ガイド
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本書のポイント
　本書は、 タイ・インドネシア・ベトナム・マレーシア・
フィリピン・シンガポール・ミャンマー・カンボジア・
ラオス ・ インド ・ ロシア ・ トルコといったアジア各国
およびロシアにおける化学物質管理制度を、 最新
改正を含めて体系的 ・ 横断的にまとめた専門書で
ある。
　アジア各国では、 GHS 導入、 POPs ・ PFAS 規
制強化、 電子行政化、 化学物質インベントリ整備、
ライフサイクル規制、 サプライチェーン全体の連帯
責任化など、 大幅な規制強化が進行している。
　本書は、 これらの主要法令 （HSA ・ B3 規則 ・
新 化 学 品 法 2025 ・ OSHA/CLASS ・ EPMA ・
RA6969 ・ TR EAEU 041/2017 など） の構造、 分
類制度、 ラベル ・ SDS 義務、 届出 ・登録制度、
罰則体系、 最新改正 （2025?2026） を、 実務ベー
スでわかりやすく整理する。 また、一次情報（官報、
主管庁サイト、 政令 ・ 通達番号等） へのアクセス
方法や、 企業が直面する実務課題へのチェックリ
ストも掲載し、日系企業の海外展開に不可欠な 「国
際比較視点」 を提供する。

本書を読んで得られること
・ アジア～ロシアの最新化学物質規制の全体像と、
国別の特徴 （分類 ・届出 ・ 許可 ・禁止物質）
の体系的理解。

・ GHS ラベル ・ SDS 要件、 PFAS/POPs 規制、 電
子許可証など、 実務に直結する義務と改正ポイ
ントの把握。

・ 罰則 （行政停止 ・刑事罰 ・高額罰金） や連帯
責任など、 企業リスクにつながる要点を具体的に
理解。

・ 届出 ・ 登録 ・申告 ・許可の標準フロー （PICCS
／ PMPIN ／ B3 登録／ HSA Type 制度等） を
横断比較できる。

・ 一次情報へのアクセス方法、 各国主管庁サイト、
実務チェックリストなど “すぐ使える” 実務知識の
獲得。
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